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ワンショット、ワンライフ：ライオンズ麻疹イニシアチブ

Photo Caption: ガーナのタマレで子どもにワクチンを接種する医療従事者。
ライオンズクラブ国際協会が次第に地球規模へと拡大していくにつれて、会員たちが取り組む問題の幅も広がっていきました。ライオンズは世界中で麻疹と風疹との闘いに重要な役割を演じています。ワクチンによって予防できるこれらの病気は、世界時の最も貧しい地域で何百万人もの子どもたちの命を脅かしています。
ライオンズがこの闘いに関わるようになったのは、安全で安価なワクチンを利用できるにも関わらず、麻疹が幼児の主な死因の一つであり続けているからです。風疹は妊婦に深刻な影響を及ぼすことがあり、また胎児死亡や先天性風疹症候群として知られる先天性欠損症を引き起こす恐れもあります。これら二つの病気の拡散は多くの場合、麻疹と風疹の混合ワクチンの投与によって同時に防ぐことができます。
ライオンズは麻疹と風疹を根絶する広範囲の取り組みに参加し、「ワンショット、ワンライフ：ライオンズ麻疹イニシアチブ」を通して発展途上国の多数の子どもたちが予防接種を受けられるよう支援しています。

ライオンズが闘いを開始したのは、これらの病気の根絶を目指すグローバル・パートナーシップ、麻疹・風疹イニシアチブに加わった2010年のことでした。この協力関係は2001年に米国赤十字社、米国疾病対策センター、ユニセフ、世界保健機関、国連財団が結んだもので、ライオンズクラブ国際財団と世界中のライオンズクラブはその取り組みに手を貸しています。
ライオンズが主導する活動はさまざまで、例えば児童にワクチンを接種する追加麻疹キャンペーンのために数千万ドルを集めることや、世界予防接種週間に予防接種制度への支援拡大を呼びかけることなどです。また、麻疹予防接種キャンペーンの期間には社会から人手を集め、認識を高めてあらゆる児童が確実にワクチン投与を受けられるようにしています。
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ライオンズは組織力や啓発力を発揮し、地域社会を巻き込むことで事態の改善に貢献しています。「ワクチンは、投与されなければ子どもたちの命を救うことはできません」と、エチオピア出身のLCIFステアリング委員会メンバー、テベベ・イエマネ・ベルハン元地区ガバナーは語ります。
例えばアフリカの国ボツワナでは、地元のライオンズが保健省による5日間の集中的な麻疹予防接種キャンペーンを支援し、セレビ・ピクウェの街で各戸を訪ねて回りました。「ライオンズは予防接種の重要性を理解してもらえるよう、玄関先でお母さんの一人ひとりに説明していました」と、2011年に412地区（ボツワナ、マラウィ、モザンビーク、ジンバブウェ）の50のレオクラブを監督していたレオ地区会長、オバケン・カンサガは述べています。
ボツワナのもっと北部では、フランシスタウンの地元ライオンズがワクチン投与の手順を劇にして役者に演じさせました。予防接種の安全性を理解してもらおうとしたのです。ボツワナのライオンズはキャンペーンをPRするTシャツも配布し、保健当局者を識別できるよう、明るいオレンジ色の帽子3,500個の代金も負担しました。さらに、予防接種キャンペーンをPRするポスター10,000枚とチラシ10万枚も作成して配布しました。
ライオンズの奉仕は功を奏しています。麻疹・風疹イニシアチブが生まれる1年前の2000年には、世界中で562,000人を超える児童が麻疹の合併症で命を落としていましたが、年間の死者数は2013年までに145,700人へと74%も減少しています。

2013年の半ばになると、ライオンズは世界の最も貧しい国々での予防接種プログラムに資金を提供する官民パートナーシップ、GAVI（ワクチン）アライアンスと提携し、麻疹・風疹と闘う取り組みを強化しました。ライオンズはこのパートナーシップの一環としてGAVIの麻疹・風疹プログラムのためにUS$3,000万の資金獲得を約束し、ビル&メリンダ・ゲイツ財団と英国政府のマッチング資金が総額をUS$6,000万ドルに引き上げることになります。
この仕事はまだ終わっていませんが、2013～2014年度のLCIF理事長ウェイン・マデン元国際会長によれば、ライオンズとワクチン支援活動を行うパートナーは協力して予防接種へのアクセスを拡大し、その過程で地域社会を強化し人々の命を救っています。
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